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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文ではアルギニンの化学構造に焦点を絞り，タンパク質の加熱およびリフォールディングにともなう
凝集ついて，アミノ酸やその誘導体の凝集抑制効果を調べたものである。本論文で示されたように，アルギ
ニン誘導体はアルギニンよりもタンパク質の凝集抑制効果が高く，多くのタンパク質に適用可能である。特
に，アルギニンアミドなどのアルギニン誘導体にアルギニン以上の凝集抑制効果があるという報告はタンパ
ク質の学術的研究のみならず，医薬品などの産業利用にも広く応用利用されるだろう。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
